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◎開会の宣告 

○委員長（小西秀延君）  それでは総務文教常任委員会、所管事務調査を開催いたしまします。 

（午前１０時３４分） 

          

○委員長（小西秀延君）  先般、防災についてということで担当課より防災計画の改定について、

その改定のスケジュール、主な見直しの検討項目と、そして平成 25 年度の白老町総合防災訓練の結

果について、またその他防災全般についてということで担当課から説明を受け質疑を行いました。こ

の所管事務調査においての所管事務報告をする際の本日は意見出しをしていただければと思っており

ます。多少時間が過ぎてしまいましたので資料を見ながら、前回の意見を思い出していただきながら

意見出しをしていただければなというふうに思っております。 

 私のほうで少し控えているものがありまして何点か気になった点がございました。１点目は吉田委

員から出ておりました、近年で国の防災計画を２回改定されております。そして道も防災計画を改定

されております。他市町村でもそれに合わせて防災計画を改定しているところもございます。白老町

はまだ平成 12 年から防災計画を改定していないということでございますので、防災計画を改めてや

はりきちんと一度整理するべきではないかという趣旨のご質問をいただいたておりました。私も全く

同意見でございまして、それは所管事務報告の中に記載をさせていただこうと思っていますが、皆さ

んその点はいかがでしょうか。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  本当にその計画のできる 26 年度中というふうな話もあったのですけれど

も、やはり期日を明確にして、計画がきちんとないとそれによってまたいろいろ付随する動きが出て

くると思いますので、計画の着地点をきちんと明確にしていただきたいということもちょっとプラス

していただければというふうに思っています。 

○委員長（小西秀延君）  吉田委員より計画の着地点をいつぐらいまでにということを明確にして

いただきたいということでございますが、そのような取りまとめで防災計画全般についてはほかにご

意見ございませんか。今防災計画全般が大きな話題で入っていますが、各論でも土砂災害が各地で大

雨が降った際とかに起きております。その中で土砂災害のハザードマップ、他町村等でも危険なとこ

ろがかなりの数を挙げられている。現在調査中というところもございますがそのような土砂災害に対

する防災についてもご質問ご意見が出ておりました。その点等も合わせてご意見があればお願いいた

します。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  今の土砂災害のハザードマップを作成して配布するということで、白老町

90 カ所危険箇所があるというお話をしていました。そういうことをやっぱりきちんと明確に町民の

方々にもお知らせする必要があるというふうに思いますし、それから地域ごとの危険箇所をきちんと

明確にして、それを道の基礎調査を基本に調査を今後していくということで、一番最初が緑丘小学校

の裏側の苫小牧側が一番危険な箇所だという話をされていたのです。これも計画が必要だと思うので

す。ハザードマップ作成して配布すると同時に調査、それから調査によっての改良、これは地震がい

つ来るかわからないというのと同じで、白老町は特に雨の多いところですのでやっぱり防災計画もつ



くりながらは大変でしょうけれども、防災計画とまた別物ではないのでしっかりと取り組んでいただ

きたいというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君）  一つ一つ思い出しながらになっていって大変申しわけないのですが、今

年度から備蓄も始めるというような担当課からのご意見もいただいていました。年間 500 万円程度と

おっしゃっていたと思うのですが、その備蓄箇所も非常に担当課としては悩んでいるというお話をし

ておりました。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  今備蓄のことが出ましたのでこれもお話しようと思っていたのですが、備

蓄に関して 26 年度から備蓄をするということなのですが、５年計画でやっていくということで最終

的には発電機等も含めてやっていくということなのですが、非常食とかそういうものについては３日

間分ということだったのです。ですからいろいろな形で町民に周知をして町民各自が各家庭がきちん

と備蓄をするように啓発、啓蒙するべきではないかというふうに私は思っていますので、まだまだ私

もはじめ備蓄に関しては意識がないのです。非常食を町は３日間分しか用意できないのだということ

だけはしっかりお知らせをして、３日間で解決するわけではないと思いますので各自各家庭でしっか

り用意していただきたいということを啓蒙していただきというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君）  報告書に載せる意見としてのご意見が徐々に出ていますが、ほかにも思

いついている方がいたら載せる載せないは別にして皆さんとお話ししながらやりたいと思いますので、

今までのところはよろしいですか。違う考え方とかあればおっしゃっていただければ。 

 今のところよければほかにどんどん細部に入っていきますが、山田委員から要支援者に対する対策

として釜石でやられている例を挙げて、逃げたところは札をつくったり要支援者の対策をきちんと明

確化していくべきではないかというご意見と、私たちやった防災の体験ＨＵＧ（ハグ）、ＤＩＧ（デ

ィグ）というのもあるのですが、ＨＵＧ（ハグ）とかＤＩＧ（ディグ）という講習ももっと町民サイ

ド、町内会等で広めていって防災に対する意識向上を図ったほうがよろしいのではないかという意見

も出ておりました。それについてどうでしょうか。皆さんご意見があれば。 

○委員（吉田和子君）  それ以前に一日も早く要支援者の名簿作成。身障者、要支援者の名簿はプ

ライバシーの関係とかいろいろな壁があってなかなか作成できないでいます。これが今の国の義務づ

けになっていますので、やっぱりこの名簿ができた上で初めて要支援者を守れるという形になります

し、どこへ逃げるのかということもわかることでその要支援者の避難の体制というのがつくれるはず

なのです。どこへ逃がすのか、だれが面倒を見てどこへ連れて行くのかというのができるはずですの

で、そこまできちんとしたものが一日も早くできるように地域担当制だとか健康福祉課と連携をして

やるようにとこの間も委員会ではその話が出たと思いますので基本になる名簿作成をしっかりしてい

ただきたいというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君）  ただ今、まずは要支援者の名簿の作成が急務ではないだろうかと。それ

をもとにして避難体制の確立を地域担当職員また健康福祉課等さまざまな連携を模索してその体制を

確立していただきたいと。 

 先ほどもう１つ言い忘れていました。ＨＵＧ（ハグ）、ＤＩＧ（ディグ）の防災講習ですが、町の

担当者で今防災マスターと呼ばれる方が３名いらっしゃる。その方たちの活用・拡充というのは必要



なのではないのかというふうに考えますがどうですか。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  委員会の中で出ましたよね。山田さんのほうから出て、育成を図ってどん

どんそういう人を生かしてほしいというのは。地域だとか施設だとかいろいろなところにそういう人

たちがいるような形、もしかしたら看護師さんとか特殊なかかわる可能性のある人たちにしっかり防

災マスターの資格を取ってもらえれば。町内会長さんも。 

○委員長（小西秀延君）  今防災マスターの拡充も看護師さん、町内会の役員さん等直接かかわる

方たち含め拡充も考えてはどうかとそういうような点も記載していこうかと思いますが。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  防災マスターの資格を取った人というのはどういう形になっているかわか

らないのですけど、今問題になっているのは資格を取った人たちが連携とれるような、そして防災マ

スターというのは次々新しい防災に対するいろいろなことが出て、マスターだからきっとそういう機

会はつくってもらえると思うのです。前に認知症を支援する目印のオレンジリング、認知症サポータ

ー養成講座を受けている人が何百人といるのですけどそれで終わっているのです。今各地でそういう

人たちのグループを立ち上げてきちんとそれが役に立つようになっているのです。だからつくったの

はいいのだけど、その人たちがそれでは一体何をすればいいのかということが、まして防災マスター

は防災がいつ起きるかわからないということがあるので、そういった連携がとれるというか組織化す

る必要はないのかもしれないけど、マスター会とかをつくって勉強をしたり、常に新しい情報を得ら

れるようなそこら辺までいければいいというふうには思います。資格取って、その力を発揮できるよ

うな形にしてもらえればというふうには思っていたのですけど。 

○委員長（小西秀延君）  非常時にきちんと活用できるようにということですね。 

○委員（吉田和子君）  そうなのです。訓練ばかりではなくて実際のときに頑張ってもらえる体制

づくり。 

○委員長（小西秀延君）  斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君）  結局地域にどれだけの防災体制があるかどうかの問題なのです。それらが

普段機能的に動けるようになっているのかなっていないのか。先ほど話が出た名簿もつくれない、防

災体制もつくりたいと思っていてもつくれないという状況を何とか打破しなければ。防災マスターと

いうのは地域の担当者だとかそういうものがあればいつでも呼んで学べるわけだし活用できるわけだ

から。土台になる地域の体制というのがどうなっているのか、そのあたりが一番問題なのかと。ない

ところはやっぱり早くつくらなければならないし、つくれないというのは何かの障害があってつくれ

ないでいるわけで、みんな必要がないとは思っていないわけだからそのあたり少し指導が欲しいとい

う気はします。 

○委員長（小西秀延君）  指導の強化ということですね。防災体制が整っていないと。山田副委員

長。 

○副委員長（山田和子君）  私も斎藤委員のご意見に賛成で、自助・共助・公助それよりも大事な

のが近所という言葉があるぐらい、防災マスターの方がそういうふうに講話でおっしゃったというの

をお聞きしてまさにそのとおりだと思うのです。ですから地域の連携強化というのを連合町内会とと

もにつくり上げていってほしいと思います。 



○委員長（小西秀延君）  ここ数年私たち議会からも防災に対する意識というものの質問も何名か

されていまして、町もおととしから町全体としての避難訓練を始めているのはここは私は評価をして

いいのでないかと思うのです。それと合わせて防災組織が確立されてないところは町全体で避難訓練

をやっても恐らく参加をされていないというような形になっているでしょうから、それも合わせてそ

ういう防災体制の強化。ほかご意見ある方いらっしゃいますか。前田委員。 

○委員（前田博之君）  要援護者の支援対策、これの支援計画を策定すべきというべきだと思いま

す。そして町内会や民生委員とのネットワークを構築すると。これは一日でも早くすべきと。これは

もう義務ですから、法律で。それが２年も遅れていますから。これははっきりもう法律の中で早急に

してと言われているのが遅れていますので強く言っていただきたいと思います。 

 それと細かいことになるけど避難所の高速道路の関係が当初一時期かなり議会でも議論されたのだ

けど結果的にどうなったのだろうか。社台地区だとか竹浦地区などから結構あって国と話をして希望

的な観測の答弁もあったのだけど、これらについては使える使えないはちゃんとやるべきだと思うの

だけど結果はどうだったのですか。 

○委員（斎藤征信君）  あの後だめだと。細かいことまではわからないけど使えないと。 

○委員（前田博之君）  だめになったのですか。新聞報道とかで見ればよそではそういうことをや

っているところがあるのです。その辺の整理、はっきりしたほうがいいと思います。 

○委員長（小西秀延君）  ちょっと確認します。今前田委員からあって要支援者の避難計画という

のは法律での義務化ということこれは明記していいと思うのです。 

 高速道路を避難場所に指定して緊急時の避難、津波からの避難ということになるのでしょうが、そ

れをできないかというのは地域の住民から上がっている声が議会にも届いています。それの回答とし

て町側ができないという回答があったのかどうなのか。そこがちょっと僕も明確ではなかったもので

すから。前田委員。 

○委員（前田博之君）  後で事務局のほうで確認してもらって、それがはっきり会議録か何かに公

にちゃんと残っていてだめだということであれば取り上げないけれども、まだ流動的であればちょっ

と触れておいてもいいかと思います。 

 それともう１点。先ほど備蓄品、装備品の整備がありました。これは内容わかりました。ただ私は

白老の地域の特性から考えれば数量とか何かは別にしても各地域に緊急避難的なことがあるので、社

台なら社台、学校なら学校とか各地区にいくらかずつ置いておかないと。この前萩野で高波があって

萩野小学校に避難したときに毛布があるとかないとか騒いでいたので、やった地域である程度の数量、

場所を決めて保管すべきだと思います。白老に１局ではなくてサブ的な形で。 

○委員（吉田和子君）  町の説明では分散備蓄するといっています。 

○委員（前田博之君）  そう書いてあるのですか。そうしたらいいです。議会としてそれを徹底し

てほしいということです。 

○委員長（小西秀延君）  斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君）  要支援者、これを法的に明らかにしなければならないということになって

いるというはそれはそれでいいのですけど、プライバシーの問題からいってそれが全面的に計画がで



きるものなのかどうなのかということが１つと、それからもう１つは介護度だとか何とかということ

は関係なくほかにも手をかけなければならない人たちがいるわけです。そういう人たちも含めての計

画というのが立てられるのかどうなのかというのがつかめないでいるのです。そこまで手が下せるよ

うになれば、これが町がやるべきだとどこまでやれるのか。あとは町がある程度整備をしておいて、

その後は地域ごとにそれにプラスしてきちんと整備しなさいということになるのかどうかそのあたり

はっきりしたほうがいいかと思うのだけど、その辺がよくわからないのです。 

○委員長（小西秀延君）  要支援者の名簿づくりというのと要支援者に対する避難計画それはまた

ちょっと別物だと思うのです。避難させるための計画の中にはお一人お一人の名前は入らないという

のが基本パターンだと思います。避難をさせなければならない人の名簿というのは今斎藤委員おっし

ゃったとおりプライバシー等の問題、また要介護等ではかるのか支援が必要な程度でどういうふうな

見きわめをするのかというのはなかなか難しいところもあるので、要支援者の名簿の作成というのは

そういう難しい点も今後出てくるというふうに私は認識しております。そこはちょっとすみ分けして

おかないといけないかと思います。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  要支援者、障がい者の名簿を個人情報保護法もある程度もう国は各自治体

で、それは健康福祉課等いろいろな担当部署と連携をとって名簿をつくりなさいと。それが災害時に

その避難所の責任者に渡すことは可能というところまで国は言っているのです。そしてもう１つは名

簿をつくるだけではなくて、その人に必要な、もし私が足が全然動かいとかそういったときにそれで

は吉田和子は誰が、名簿に載ったらこの人は誰が担当してどこへ避難させるのか。避難させたときに

どういったことがその人には必要なのか。病気を持っているとかそういうところまで計画を立てなさ

いということにはなっているはずなのです。ただ名簿をつくることだけが義務化ではなくて、名簿が

できることによって介護しなければならない、支援しなければならない人たちの個人個人の計画もで

きたらつくりなさいということなのです。だからそこまでやるといったら本当に簡単なことではない

のです。だからその辺をやっぱり防災の担当課だけではできないので健康福祉課だとかいろいろな施

設の関係の方だとか相談をして町内との連携をとっておくということが大事だということなのです。

そういうことになっているのです。 

○委員長（小西秀延君）  前田委員。 

○委員（前田博之君）  今吉田委員からあったけどそのとおりなのです。ということは、こういう

ふうに名簿の共有というか、私がちょっと勉強した部分では本人の同意がないと個人情報保護条例の

関係で情報の共有をするのは難しいとされているけれども、内閣府から情報の管理の災害的に使うと

の了解を本人にきちんと説明するような努力が必要だとこういうことである程度方向性見えているの

です。そこに踏み込んでもう１つは手上げ方式をするのかと。ここまできているのです。これの具体

的に地方自治体がどうするかということが今いったように民生委員だとか町内会と十分に協議しなさ

いということなのです。だからもう方向性見えるのです。ただ個人情報保護法の名の下にできないと

いう話で押さえられたら困るのです。町ももう少し勉強してもらわないと。そういうことになってい

るのです。私はそういう前提でしゃべっているのです。だからそうでないと斎藤委員もそうだけど町

内会なり民生委員と連携して緊急避難、そういう事態が起きたときは別にしても、訓練するときにそ



ういう人たちをどういう立場で責任のもと、事故のもとあったときどうするかと。その辺をちゃんと

整理しないと町内会に防災組織をつくっても肝心な部分には責任持てないといっているのです。だか

ら先ほどいったように一日でも早くそういうことを踏まえてやってくださいということです。これは

早くしてければだめなのです町が。逃げていてはだめなのです。 

○委員長（小西秀延君）  吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  先ほどお話あったように自主防災組織というのは結成率が 74％という報告

がありました。町内会数でいくと 76、大体 100 ちょっとありますからパーセンテージが町内会の数に

なると思うのですけど、町内会も自主防災組織ができていますけれども責任者だけが悩みながら動い

ている感じがあるのです。最終的にはどうすればいいのだろうということが町内の話し合いの中では

出てくるのです。名簿はきちんとする。そしてその人にはどういった対応が必要なのかという個別計

画がわかる。それはみんながわかる必要はないけれども町内で避難所の責任を持つ方がそれを掌握で

きる。まだ助けていない、何が必要ということを手を打てると。そこまでになると安心してやってい

けるというものの土台ができあがるのです。土台づくりがまだできていないのです。もちろん防災計

画もできていないし、個別のもできていないし、地域担当制もこれから出発ですから。私何回もいっ

ていますけどあらゆる課とまたがって防災の担当課だけではなくて必要なところが必要なものの情報

をきちんと得ながらやっていかないとこの計画というのはうまくいかないというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君）  意見を取りまとめさせていただきますと、国も避難時における要支援者

の名簿というのはきちんとしたほうがいいという国の方針として出しているということでございます

ので、そこはこの所管事務調査の報告でもうたわせていただいて名簿づくりにはきちんと今回行われ

る地域担当者制度または健康福祉課等と連携をして作成に努めていただくようにするというような意

見を答申したいと思いますがよろしいですか。前田委員。 

○委員（前田博之君）  それでいいと思いますけど、あとは町内会とか民生委員とそれをもとに十

分に協議をする組織をやらないとただつくっても意味ないですから、その辺の実行部隊というのか、

そういう部分の連携をまず深めるということだけは追加しておいてほしいと思います。 

○委員長（小西秀延君）  連携、地域担当職員、健康福祉課、町内会、民生委員等ということでは

必要な団体がほかにもかかわってくることも考えられますので、介護事業者も明記させていただきま

す。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  今委員長いった中に要支援者名簿作成と同時に個別計画も必要なのです。

それを入れないと。名簿をつくってということだったのですけど、名簿ができたときには個別計画も

つくって、そしてその連携を取るということが大事なのです。それを入れていただきたいと思います。 

○委員長（小西秀延君）  ちょっと話が小さいほうばかりにいってしまったので、その前段から要

支援者の避難計画、個別計画もつくっていただきたいということで明記もさせていただきますので、

それに沿ってまた要支援者の避難名簿、その個別計画にのっとってそのように作成をしていただきた

いというような流れでいこうと思います。吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  個別計画をつくってその中で避難者の要支援者名簿をつくっていくのだと。

私がいっているのは、個別計画というのはこれから基本計画に基づいて個別計画があって自主防災組



織もつくるのだとか何とかとなってくると思うのですけど、要介護者の支援の名簿をつくるというこ

とはその人たちの個別計画をつくる、その人の個別計画なのです。そういう意味なのです。吉田和子

が足動かないと、吉田和子は要支援者だと載せたときにそれでは吉田和子さんはどういう支援をしな

ければならないのかという個人の計画という意味なのです。そこまでやりなさいということを国はい

っているのです。 

○委員長（小西秀延君）  前田委員。 

○委員（前田博之君）  個別計画の策定ということは地域の特性や実情を踏まえつつ名簿情報に基

づき市町村またはコーディネーター、民生委員等が中心になって避難行動を要支援者と打ち合わせ具

体的な避難方法等についての個別計画を策定するとこういうことです。大きな策定をしてそして個別

計画をつくると。当然名簿がつくられて個別計画をしなさいということですから。それを一連の中で

ちゃんと整理するということです。 

○委員長（小西秀延君）  要支援者に対する個別計画ということで今書かせていただきました。名

簿に沿って名前が出てきたらその人が個人個人でどのような計画で避難できることになるのだと。わ

かりました。かなり細かい部分になって大変な作業になるかと思いますけど、そのような要望といい

ますか報告をさせていただきたいと思います。 

 ほかございますか。前田委員。 

○委員（前田博之君）  １点だけ。先ほども話出ていましたけど防災マスターの人方、ふやすのは

いいのですけど、防災マスターの人の横断的な組織をつくっていただいて、そして町と情報共有、情

報交換する組織をつくってほしいと思います。ある防災マスターと話をしたら、彼らはかなり勉強し

ているのです。それで町側にお金かかることかどうかは別にしてもいろいろな問題が彼ら実践してい

ますから町内会で。防災の人方にこういうことだというと、どうですかといったら、いやいや、そん

なの金ないものできないしそこまでとそういう担当者レベルで整理されてしまうのです。そうではな

くてやっぱり防災マスターは地域の情報をかなり持っていますので、そういう協議会というそういう

場の中で情報公開して共有できるように、それが公にちゃんと記録として残って何かのときには使え

るというような組織をつくるべきだと思います。そうすると町の担当者も一回一回やらなくてもそう

いう人方に聞けば地域の実情、防災の考え方とか何が不足しているのかというのがわかると思うので

す。そういう部分の情報を押さえるためにも防災マスター連絡協議会みたいな組織をつくった中で情

報交換できるようなものをつくってほしいと思いますけれどもどうでしょうか。 

○委員長（小西秀延君）  先ほども防災マスターの話がちょっと出たときにやっぱりある程度の組

織化は必要なのではないかという、連絡協議会となるかどうなるかはわかりませんが、防災マスター

の人達がやはり防災講習もきちんとできるように活用できるような組織化というのは書かせていただ

こうと思いますがよろしいですか。前田委員。 

○委員（前田博之君）  細かいことですが前にもこの席でいったかもわかりませんけど、実際に萩

野で高波あって学校に避難したときに役場の職員がちょっと遅れていたのですけれども、そのときに

校長先生か地域の人が対応をしたのだけど、誰がそこの受け入れの責任者というか対応してくれるか

という人がわからないのです。ですからお金がかかるから防災服とまではいわないけどベストみたい



なそういう色のついたのをかけて後に適切な言葉を入れた作業服というのか、何といえばいいのか、

避難対応というか腕章でも。当然職員も作業服は今ないですから緊急で出てときにそういうものをち

ょっと身に着けていくと町民が識別できますから、そういうユニフォームの用意をする。ベストみた

いなものなので大したお金かかることではないですから。そういうものをぜひ用意すべきだと思いま

す。行った人がわからないのです。それは実際に声が出ていましたから。施設に行っても誰に声をか

けていいのかわからないのです。 

○委員長（小西秀延君）  吉田委員。 

○委員（吉田和子君）  今ちょっと声が出たので私もそうだったと思ったのですけど、避難所にな

っている各学校の防災体制はどうなっているかと回ったことがあるのです。貯水していなかったりし

て水洗トイレとかは使えないという話があったときに、校長先生から悩んでいわれたことは、ここは

高い場所なので町民が避難してくると。ただ子供たちの対応も私たちはしなければならないと。来た

町民は誰が対応するか、今と同じようなことをやっぱりいわれたのです。そうですよねという話を思

い出しました。避難所になっているところの運営はやるのですけど、学校がどんなふうになっている

のかわからないのですけど、話が出ているように避難所の責任を持てる人たち、誰がそこの責任を持

つのかというのが明確になるようにしておかないと指示者がいないとみんな右往左往します。今いっ

たようにそれがわかるように明確にしておくということでこれは一つの知恵だというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君）  斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君）  今の話を聞いていて私も思うのだけれども、学校だけということではなく

て地域全体でもやっぱり会館を持っているところというのは特にみんなが集まってくるのを誰が対応

するのだという。役場の職員に対応を頼むわけにはいかないだろうと。そうすると誰が見るのだと俺

たちではないかという話は前から出ていたのです。町連合の集まりの中でもやっぱりそういう話とい

うのは出ていたのです。そういう意味でも町内会だとか該当するようなところにはそういうものを置

いておいてジャケットを着るだとかそういうようなことぐらいも必要だというふうに思うということ

が１つ。 

 それからもう１つ、白老の場合は高いビルがないものだからどこへ逃げるのかと。山まで逃げるの

にも遠いけれども何カ所か許可をもらった場所というのは出てきていて指定されています。本当にい

ざというときに許可をもらった場所でなかったら逃げられないのかどうなのか。高いところの場所だ

ったら自由に逃げられるような全体に許可をもらっておかなければならないのではないのかというふ

うにも思うのです。それをいやうちはこうだからだめですとかというところがあるのか。公共の施設

だとか病院だとかそういうところなら自由に使えるのかもしれないけれども、その地域によっては建

物がない場所だってあるわけだから、どこでも使えるようなそういう全体的な許可というのはもらえ

ないものなのかどうなのかとも考えるのです。 

○委員長（小西秀延君）  本間委員。 

○委員（本間広朗君）  今回白老町の地域防災計画の修正、大きく変更されたというのはやはり東

日本大震災のことを意識してだと思います。今の斎藤委員もいわれたように私もそう思ったのですけ

ど、この資料の４番目のまちの取り組みのところで（３）の民間施設との津波避難施設協定締結の継



続、これはやはり早くやっていただいて誰がどこに避難するのだということをちゃんと決めていただ

いて、また白老のまちの中でも５階建ての施設もできますのでそういうところと早く締結して、せめ

て近くの住民はどこの建物に逃げたらいいかということをまちが示していただけるように早い対策と

いうかスピード感持ってやっていただければと思います。避難場所とか津波のことでちょっと触れま

した。これを取り入れてもらえるかどうかわからないですけど、今回津波浸水予想図も出ましたので

津波避難場所というのも 22 カ所 24 基表示板ができました。そしてこれから避難訓練とかをやってい

く中で、中には先ほどいいましたように要支援の方々がどこに避難するのか。どちらかというと丘と

か山とかを登りますのでそういうときにどうするのだと。それもあると思いますけど近くの住民が近

くの避難場所に津波のときに避難するとき、私も住民の方から時々相談を受けるのですけど、やはり

急な坂はお年寄りは登れないということもありますので、これからそういう訓練をしていく中で住民

からの要望というのも出てきますので前回もいいましたけど、まちとしても速やかに地域の担当職員

もいますので町内会と協議して変えるなりそこを整備するなり今後のことだと思いますけど早目にそ

ういうことをやっていただきたいとは思いました。それともう１つ。津波のときに通信手段もまだま

だ課題になっています。トランシーバーを防災のほうで買っているのです。ただここに据えつけて５

台か６台緊急のときのトランシーバーがあるのですけど、津波とか大きな被害のときには携帯もだめ

になりますので、ですからそういういろいろな通信手段をできるだけ確保できるようにまちもしっか

りと対策を進めていっていただければと思います。 

○委員長（小西秀延君）  斎藤委員、本間委員から避難場所の指定されていないところでも、斉藤

委員からは全体で許可をもらうと。全体で許可をもらうというのはなかなか難しいという気がしてい

ますが、避難する民間の避難場所の協定を進めていくということは、その促進を促すということはい

えるというふうに思っております。その避難協定の促進と、それをきちんと住民の皆さん等から要望

を聞いて協議も促進してほしいという要望が出ておりました。 

 また非常時においての通信手段もきちんと確保をしていただきたいというご要望でございました。

それらについてはよろしいですか。 

 大分ご意見も出てきましたがほかにないでしょうか。一応町では今年度中には防災計画の改定をし

たいといっておりますが、それについてはなるべく早い段階でということにとどめさせていただきた

いというふうには思っています。昨年は昨年度中にといっていたのですがちょっと遅れましたので少

し強めには書けるかと思います。 

 大体ご意見はよろしいでしょうか。今まで出たご意見を一度私と副委員長で精査をさせていただき

まして皆さんに一度配布をしたいと考えてございます。毎回どおりですが、それでまた皆さんからこ

ういうところが不足しているのではないかというようなご意見、修正したほうがいいのではないかと

いうご意見がいただければ、委員長、副委員長のほうにも申し出をいただければと訂正して議会に報

告をさせていただきたいと思っていますが、そのような手法で進めてよろしいでしょうか。 

 ご意見がないということでございますので所管事務調査の取りまとめをそのようにさせていただき

たいと思います。 

 ほかに何かございますか。吉田委員。 



○委員（吉田和子君）  今回のこの所管事務調査というか、この防災に関しては議会と町民の懇談

会の中からそういう不安の声があるということでそれを見直そうということなのですが、すみません、

私ちゃんと全部どんな声があったのかちゃんと読んでいないのですけど、その声には応えられるよう

な答えになるのか。 

○委員長（小西秀延君）  私も住民要望を一度さらっとは全部読ませていただいて防災が多かった

と思っているのですが。 

○委員（斎藤征信君）  防災については大体が出ています。 

○委員（吉田和子君）  出ているのだけど、議会がそれをやったことが町民の方々から懇談会で出

た要望にちゃんと応えられるものになった調査になったかどうか。落ちているところがないかどうか。

その辺後で委員長、副委員長で点検してみてください。 

○委員長（小西秀延君）  吉田委員からもともとこの所管事務調査が町民の皆さんからの要望が多

いということで防災を今回取り上げさせていただきました。私も１回さらっと読んだのですが項目が

多かったために全部頭には入っておりません。それの応えになっているのかどうなのか。なるべく応

えられるような書き方をしたいと思います。前回この常任委員会を開いたときに防災無線のあり方と

かもご意見が出ていました。その要望の中にも防災無線が聞こえないという方が多いのです。ただ余

りボリュームを上げますと今度近所の方からうるさいという苦情が来たりなかなか難しい利用の仕方

もございます。確かその要望の中には時々食中毒の警報等も活用したりしています。きちんと届いて

いるかどうかという点検の意味やいろいろなものもあるのでしょうがそういうのはびっくりするので

やめてほしいというような要望もあった記憶があります。本当に緊急時だけ使ってほしいみたいな要

望もあったかと思います。消防署のサイレンもそうなのですが、あれは時刻になるようなっています

が、あれはきちんとなるかどうかの点検の意味もあるということでございますのでなかなか要望にか

なわないところもあると思いますが、皆さんもまたは町民要望を読んでいただきまして、このような

意見も載せたほうがよろしいのではないかというようなものがあれば委員長、副委員長のほうに申し

出ていただければと思います。そのときには委員長、副委員長のほうで判断ということにさせていた

だきたいと思いますがよろしいですか。 

 暫時休憩します。 

休  憩 午前１１時３４分 

          

再  開 午前１１時３８分 

○委員長（小西秀延君）  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 ほか話しておいたほうがいいようなことはございますでしょうか。 

          

    ◎閉会の宣告 

○委員長（小西秀延君）  ないようでございますので、総務文教常任委員会、所管事務調査を終了

いたします。 

（午前１１時３８分） 


